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「共助」の必要性

自助・共助・公助の中で、まずは「自助」が大事という話をずっ
としてきましたが、年齢や障害などさまざまな事情で「自助がで
きない」という方がどうしてもいます。
⇒出来るけどやらない人には啓発も大事！

そういった方々を共助・公助で
支援していくわけですが、冒頭
に説明したとおり、大規模災害
発生時、公助は期待できない
可能性が高いため、やはり重要
になるのが『共助』です。
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「共助」は誰がやるか

「共助」とは、地域住民による助け合いなので、『主体は誰か』
となれば、『地域の住民みんな』ということになります。
しかし、地域住民一人ひとりが、「他者を助けること」まで想定
して備えるということはあまりないでしょう。

3



自主防災組織の役割

自主防災組織は、「共助（地域住民による助け合い）」を、発災時に
組織的に実行できるよう準備や取りまとめなどの役割がありま
す。
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初期消火（バケツリレー）

イラスト出典：静岡県地域防災活動推進委員会発行「地域防災活動マニュアル」ｐ46

【具体的な手順（例）】
①火災を発見
②火元を伝達
③必要人員を収集
④バケツを用意
⑤消防水利から
火元までリレー

⑥消火活動
⑦鎮火確認または
撤退の判断と伝達

【必要な準備（例）】
①住民への普及啓発
②情報伝達手段の確保
③協力関係の構築、指揮
④資機材の購入・保管
⑤消防水利の場所把握と
バケツリレーの指揮
⑥防災訓練の実施
⑦消火活動の指揮、訓練

【必要な組織（例）】
・対策本部
・情報班
・消火班 等



標準的な活動内容

自主防災組織の標準的な活動として次のようなものがあります。

災害発生時平時（準備）
○初期消火
○救出・救助活動
○応急手当・応急救護
○避難誘導・支援、安否確認
○情報収集・情報伝達
○避難所、救護所の運営支援
○炊き出し・給水
○在宅避難者支援 等

○地域の安全点検
○防災知識の普及・啓発
○資機材の整備・点検
○組織・体制づくり
○防災訓練の実施 等

※避難行動要支援者制度について
は、後程所管課から説明します。



組織・役割分担の例

組織図・役割分担
の例は右図のとおり
です。

いつ発災しても一
定の班員がいる状
態が理想です。
人手を要するもの
は、役員だけで実行
しようとせず、住民
を巻き込んだ活動
を行えるよう指示役
を育てることも重要
です。

出典：静岡県地域防災活動推進委員会発行「地域防災活動マニュアル」ｐ8



地域でよく話し合いましょう

地域の災害リスクや地域の実情に応じて、自主防災組織として
何をどのように実行するかをよく地域で話し合いましょう。

風水害時も活動するのか
初期消火は、どのように行うか。

（バケツリレー、消火器、可搬消防ポンプ 等）
安否確認はどのようにやるか。

（黄色い旗、各戸巡回、指定場所参集 等）
情報収集・情報伝達はどのようにやるか。 等々

（無線、電話、LINE、直接集まる 等）

多くの場合、過去の役員等が積み上げてきたものがあると思い
ますので、それらの意図や実施方法を再検証しましょう。



防災訓練

防災訓練は、実施手順や流れの確認も大事ですが、「やってみ
たらうまくいかなかったこと（問題点）」を発見し、次の改善につ
なげていくのが非常に重要です。
防災訓練実施後は、ぜひ振り返りを行いましょう。

【防災訓練の意義・目的】
① 計画や対策の有効性を検証する。
② 資機材等の知識・技能を習得する。
③ 地域における顔の見える関係をつくる。
④ 役割分担を確認する。
⑤ 住民の防災意識を高める。



避難訓練と防災訓練を同じ日にやる場合の注意点

例えば、避難訓練として近隣の避難場所までの避難を行い、そ
の後、防災訓練のために小学校に集まって初期消火訓練や普及
啓発をやる場合もあると思います。
しかし、ここをきちんと住民に説明しないと、「実災害時も小学
校に行かないといけない」という誤解に繋がります。

また、３月の津波避難訓練などでも、まずは避難場所（津波避
難タワーやビル）に避難しますが、ここで丸１日以上過ごす可能
性があること、避難所の開設は、避難指示が解除された後になる
ことなどに注意が必要です。
このため津波避難に際しては、非常持出し袋がほぼ必須です。



自主防災組織のマニュアル

自主防災組織の活動などについては、静岡県がマニュアルを
作成し、静岡県のホームページで公開していますので参考にな
さってください。
不明な点があれば、地域防災係にお気軽にお問合せください。



ご清聴ありがとう
ございました。
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